
 中国人作業員に対する安全衛生教育を、日本人が講師を務める場合に留意すべき点は下記の通りです。 

 

１．開口部の養生方法 

  日本語版 P.14 

  中国語版 P.13 

2．脚立 

  日本語版 P.17 

  中国語版 P.16 

３．ローリング足場 

  日本語版 P.24 

  中国語版 P.23 

４．溶断作業 

  日本語版 P.37 

  中国語版 P.36 

５．作業前点検 

  日本語版 P.44 

  中国語版 P.41 

 

＊日本語版 P.38,39（エンジンウェルダー）、P46～49（労働災害を起こす危険事象 70）は、中国語版への記載はありません。 

 

 

 

 

 

 

 



１．開口部の養生方法 

＊中国の開口部の養生は、手摺の高さ 100 ㎝とし、幅木には黄色と黒色の縞模様を表示することが日本と異なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2．脚立 

＊中国における脚立作業に対しては、厳格な規定が決められているわけではないので、昇降時の注意点のみ記述しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ローリング足場 

＊ローリング足場の基準は、ほぼ日本と同様と考えてよいのですが、中国の場合、昇降用タラップの踏み面の幅は、10 ㎝以上と定めら

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．溶断作業 

＊ガス切断作業に使用する酸素、及びアセチレンガスのボンベは、中国の場合、混載を禁止していることに加え、ボンベの離隔距離を 5

ｍ以上とることとなっている点に注意が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．作業前点検 

＊作業前点検の記述のうち、作業場所の安全確認で、“四口”、“五臨辺”と記載されていますが、中国の安全管理の基本として多用さ

れる用語で、 

 四口（スウコー）とは？：①掘削に伴う開口 ②建設用リフトの開口 ③床に生じる開口 ④階段部の開口 

 五臨辺（ウーリンペン）とは？：①溝やピットの周辺 ②床の端部 ③階段側面 ④テラス・バルコニー周辺 ⑤屋根・屋上の周辺 

  


